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今
年
の
企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
、

「地
球
温
暖
化
防
止
に
向

け
た
国
、

道
、

市
の
取
り
組
み

と
課
題
」
「膜
分
離
活
性
汚
泥

法

（
Ｍ
Ｂ
Ｒ
）
を
用
い
た
下
廃

水
処
理
の
最
新
動
向
」
―
の
ほ

か
、

次
世
代
を
担
う
若
者
を
視

野
に

「衛
生
工
学
の
先
輩
か
ら

若
い
人
た
ち
へ
」
が
取
り
上
げ

ら
れ
注
目
さ
れ
た
。

「衛
生
工
学
の
先
輩
か
ら
若

い
人
た
ち
へ
」
で
は
、

員
柄
泰

基
特
任
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、

小
林
三
樹
氏

（
１
期

・
藤
女
子
大
学
教
授
）
、

佐
々

木
逸
志
氏

（４
期

・
元
神
鋼
パ

ン
テ
ツ
ク
）
、

小
笠
原
紘

一
氏

（７
期
・元
北
海
道
庁
）
、佐

々
木

香
代
氏

（８
期

・
元
札
幌
市
）
、

佐
藤
信
孝

氏

（‐３
期
・日
本
設

計
）
の
５
人
が

思
い
出
ば
な
し

を
交
え
、

熱
い

思

い
を
語

っ

た
。ア

フ
リ
カ
で
飲
料
水
確
保
の

活
動
を
続
け
る
小
林
氏
は
、

「世

界
に
は
、

生
き
る
た
め
の
基
本

要
素
に
さ
え
こ
と
欠
く
地
域
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

人
の
幸

せ
を
実
現
で
き
る
環
境
工
学
の

専
門
家
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と

使
命
感
を
持
ち
、

自
ら
の
役
割

現
場
で
ユ
ー
ザ
ー
の
条
件
を
聞

き
、

こ
れ
を
最
大
限
に
果
た
す

こ
と
は
大
い
な
る
喜
び
だ
。

自

分
の
意
見
が
言
え
る
技
術
的
経

と
振
り
返
る
と
と
も
に
、

「学

科
創
立
当
時
の
精
神
で
あ
る
Ｈ

ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
　
ｍ
ｉ

ｎ
ｄ

ｅ
ｄ

と
い
う
言
葉
の
意
味
を
噛
み
し

め
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
ア
ン
テ

ナ
を
張
り
、

好
奇
心
を
持
ち
続

け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
締
め
く
く
っ

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
員
柄

氏
は
、

「私
た
ち
は
衛
生
工
学

を
学
ん
だ
が
、

今
は
環
境
工
学

と
な
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
が
環

境
分
野
の
専
門
家
と
し
て
ど
う

や
っ
て
生
き
て
い
く
か
。

環
境

に
は
ル
ー
ル
と
ノ
ル
マ
と
い
う

言
葉
が
あ
る
が
、

そ
れ
に
倫
理

と
い
う
言
葉
を
付
け
加
え
た

い
。

そ
し
て
、

も
う

一
度
そ
の

意
味
を
考
え
直
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
結
び
、

エ
ー
ル
を
送
っ

た
。

衛
生
工
学
の
心
を
繋
げ
―
。

北
海
道
大
学
の
第
１５
回
衛
生
工
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
１１
月
８
日
、

９
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

札

幌
市
の
同
大
工
学
部
で
開
か
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、

上
下
水
道
界
を
は
じ
め
各
分
野
で
活
躍
す
る
関
係
者
や
学
生
３
０
０

名
が
参
加
し
、

最
新
の
知
見
を
交
換
し
た
。

右 か 笠ヽ 原 、佐 々 木 、佐 藤 氏

右 か ら 長 柄 、小 林 、佐 々 本 氏

「先
輩
か
ら
若
者
た
ち
に
」

Ｍ
Ｂ
Ｒ
で
最
新
の
知
見
も

を
果
た
せ
」
と
呼
び
か
け
た
。

水
処
理
ビ
ジ
ネ
ス
４０
年
の

佐
々
木
氏
は
、

「民
間
企
業
で

も
面
白
い
仕
事
が
沢
山
で
き
る
。

験
を
持
て
」
と
力
説
し
た
。

一
方
、

北
海
道
庁
で
水
道
整

備
や
廃
棄
物
問
題
に
取
り
組
ん

だ
小
笠
原
氏
は
、

「先
生
か
ら
、

『君
た
ち
は
税
金
で
教
育
さ
れ

て
い
る
。

肝
に
銘
じ
よ
』
、

道

庁
で
は
上
司
か
ら
、

『
お
前
た

ち
は
専
門
家
で
は
な
い
。

様
々

な
意
見
を
集
め
、

集
大
成
す
る

の
が
役
割
だ
』
と
言
わ
れ
た
。

そ
の
言
葉
を
忘
れ
な
い
。

今
は

廃
棄
物
資
源
の
有
効
回
収
に
取

り
組
ん
で
い
る
」
と
述
べ
、

変

わ
ら
ぬ
衛
生
工
学
へ
の
情
熱
を

事
い
っ
一
生

ま
た
、

札
幌
市
水
道
局
で
の

長
い
経
験
を
も
つ
佐
々
木
氏

は
、

「風
通
し
の
良
い
職
場
環

境
で
様
々
な
経
験
が
で
き
た
」

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、

長
崎
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
や
ド

バ
イ
の
人
正
島
な
ど
を
手
が
け

た
佐
藤
氏
は
、

「衛
生
工
学
で

学
ん
だ

『
環
境
問
題
』
と

『人

間
の
視
点
か
ら
の
温
熱
工
学
』

は
、

自
分
の
設
計
理
念
を
形
成

す
る
う
え
で
大
変
役
に
立

っ

た
。

ど
の
道
を
選
択
す
る
に
し

て
も
、

衛
生
工
学
を
日
指
し
た

初
心
と
社
会
へ
の
貢
献
と
い
う

思
い
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。

強

々
本

春
代

ぽ盤
麟

繍
逮
別



セ
ッ
シ
ョ
ン

３
の

「膜
分
離

活
性

汚
泥

法

（
Ｍ
Ｂ
Ｒ
）
を

用
い
た
下
廃
水

処
理
の
最
新
動

向
」
で
は
、

渡
辺
義
公

・
北
大

大
学
院
教
授
の
基
調
講
演
の
あ

と
、

山
本
和
夫

・
東
大
環
境
安

全
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
、

長
岡

裕

・
武
蔵
工
大
都
市
工
学
科
教

授
、
ａ司

引
利
翻
刊
列
ロー
ーー
バ
川ｐ

意
見
を
述
べ
た
。

こ
の
中
で
渡
辺
教
授
は
、

「環

境
問
題
、

汚
水
か
ら
の
資
源
回

収
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、

Ｍ
Ｂ

Ｒ
は
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
な

っ
て
い
る
。

国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
の
せ
る
こ
と

が
出
来
れ
ば
、

日
本
と
し
て
の

新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
に

つ

な

が

る
」

と
、

Ｍ
Ｂ
Ｒ
の

可
能
性
に
つ
い

て
語

っ
た
。

東
京
大
学
の

山
本
教
授
は
、

次
世
代
の
下
廃

水
の
再
生
と
高

度
利
用
の
方
法

と
し
て
、

集
合
住
宅
に
お
け
る

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
普
及
を
視

野
に

「生
ゴ
ミ

・
便
所
排
水

・

余
剰
汚
泥
の
メ
タ
ン
発
酵
を
組

み
込
ん
だ
膜
分
離
活
性
汚
泥
法

に
よ
る
排
水
廃
棄
物
処
理
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
回
収
」
を
提
案
し

た
。長

岡
教
授
は
、

「処
理
水
質

の
良
さ
や
敷
地
面
積
が
少
な
い

な
ど
、

Ｍ
Ｂ
Ｒ
本
来
の
特
徴
が

理
解
さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
、

日
本
の
下
水
処
理
場
に
Ｍ
Ｂ
Ｒ

を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な

施
策
と
し
て
、

①
放
流
先
の
河

川
に
対
応
し
た
よ
り
積
極
的
な

水
質
基
準
の
設
定
②
水
環
境
が

改
善
さ
れ
る
こ
と
の
便
益
を
正

当
に
評
価
す
る
試
み
①
Ｍ
Ｂ
Ｒ

の
標
準
的
な
処
理
方
法
と
し
て

の
位
置
づ
け
―

な
ど
を
あ
げ

た
。　

一
方
、

商
品
の
グ
ロ
ー

バ

ル
化
と
世
界
的
な
基
準
設
定
の

動
き
が
あ
る
中
、

「
対
圏
劃
引

回
劇
副
剰
冊
馴
調
引
３
綱
国
封
――

カ
ー
に
な

っ
て
し
ま
う
」
と
警ヽ

「Ｅ
Ｕ
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
標
準
化
に
積

極
的
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、

ア
ジ
ア
で
主
導
的
な
役
割
を
果

た
す
べ
き
。

国
内
で
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の

普
及
を
図
る
こ
と
も
大
切
だ
」

と
語
り
、

Ｍ‐
Ｂ‐
Ｒ‐
劇
溜
材
料
斜
叫

組
織
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性

る
調
引
鍋
郷

M B R セ ッシ ョンの 講 師 た ち

ボ トル飲料水
は半分偽物か

中 国 製 品 、 特 に 「食 の 安 全 」 に世 界 中 か ら注
目が 集 ま る 中 、 「中 国 の ボ トル 水 の 安 全 」 に つ
い て 中 国 の 複 数 の マ ス コ ミが 具 体 的 な 数 字 を挙
げ 報 道 し て い る。

① 北 京 市 内 で販 売 され て い るボ トル 水 、 半 分
以 上 が 偽 物

京 華 時 報 は 、 北 京 市 内 に 出 回 って い る飲 料 水
入 りの 大 型 ボ トル の う ち 、 少 な く と も半 分 は偽
物 だ と業 界 内 で み られ て い る と報 じた。

中 国 で は水 道 水 が 飲 め な い た め 、 大 型 の ボ ト
ル を 購 入 して給 水 器 に取 付 け、 家 庭 や オ フ ィス
で 利 用 して い る。 同 紙 に よ れ ば 2006年 の 統 計 で
飲 料 水 の 大 型 ボ トル 販 売 量 は 約 ■億 本 。 し か
し、 実 際 の 流 通 量 は 2億 本 を超 え て お り、 そ の
半 分 は 直 接 飲 め な い 水 道 水 を入 れ た り、 有 名 銘
柄 を 偽 装 した偽 物 とみ られ る とい う。

② 大 型 ボ トル 飲 料 水 、 合 格 率 36%=大 腸 菌 な
ど基 準 値 超 え る 一 中 国 広 東 省

新 華 社 電 に よ る と、 中 国 広 東 省 工 商 行 政 管 理
局 が この ほ ど、 同 省 で 販 売 さ れ て い る飲 料 水 入

の

で

国

京

中

北

り大 型 ボ トル の 抜 き 取 り検 査 を 実 施 し た と こ
ろ、 合 格 率 は わ ず か 36%に と ど ま った 。 大 腸 菌
な ど微 生 物 が 基 準 値 を超 え た も の が 多 く、 同 局
は 「結 果 は楽 観 で き な い」 と して い る 。

③ ボ トル 飲 料 水 、 15%が 不 合 格 三細 菌 濃 度 な
どが 基 準 値 超 過 ― 天 津

新 華 社 に よ る と、 天 津 市 質 量 技 術 監 督 局 が こ
の ほ ど、 天 津 市 内 の 飲 料 水 メ ー カ ー 121社 を 対
象 に品 質 検 査 を 行 った と こ ろ 、 不 合 格 率 が 15.6
%と 前 年 よ り 16ポ イ ン ト縮 小 した こ とが 分 か っ
た 。

品 質 に 問 題 が あ った 商 品 は 、 細 菌 濃 度 、 p H値
な どの が 基 準 値 を超 え て い た 。

この よ う に 中 国 の 水 問 題 、 簡 単 に解 決 で き な
い 多 くの 課 題 が 山積 して い る。

中 国 政 府 は 多 くの マ ス メ デ ィア に対 し、 段 ボ
― ル 肉 ま ん 事 件 を機 に 「市 民 を不 安 に さ せ 、 社
会 の 混 乱 を 招 く恐 れ の あ る 報 道 や 中 国 に つ い て
マ イ ナ ス イ メ ー ジ を 紡 彿 さ れ る 報 道 、 偽 食 品 摘
発 ス ク ー プ 記 事 の 報 道 禁 止 」 を 打 ち 出 し て お
り、 外 国 人 記 者 の 場 合 は 再 入 国 禁 止 と も伝 え ら

知れない。         ~~十
一―

でめ |
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